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8
月
30
日
か
ら
10
月
5
日
ま
で
の
日
程
で
第
３
回
定
例
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
補
正
予
算
や
、
2
0
2
0
年
度
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
4
本
の
意
見
書
と
選
択
的
夫

婦
別
姓
に
関
す
る
意
見
書
、
土
地
利
用
規
制
法
に
反
対
す
る
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。
市

民
民
主
連
合
な
ど
の
賛
成
を
得
た
も
の
の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

旧・吉澤野球博物館船橋再発見

　戦前の東京六大学野球のファンだった故・吉澤善吉さん

が1979年に本中山で開設し、2014年まで運営されていまし

た。翌年、船橋市に土地・史料・美術工芸品ともに寄付さ

れ、野球資料の一部は船橋アリーナで展示されています。

市は残りの資料を郷土資料館三山分室に移しており、来年

度以降の土地・建物の売却を検討しています。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発

表
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

　

千
葉
県
内
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

県
全
体
で
１
０
２
０
人
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
の
１
１
０
人
の
方
は
船

橋
市
民
で
す
（
10
月
20
日
現
在
）
。

　

２
０
２
１
年
度
版
の
都
市
デ

ー
タ
パ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
、
中
核
市
の
統
計
に
よ
る
と
、

人
口
１
万
人
当
た
り
の
医
師
の

数
は
、
船
橋
市
は
63
市
中
60
位
。

病
床
数
も
60
位
で
す
。
人
口
は

最
も
多
い
の
に
、
医
療
環
境
は

最
下
位
ク
ラ
ス
で
す
。

　

本
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
失
敗

で
は
な
い
の
か
、
こ
う
し
た
本

市
の
状
況
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
を
質
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
「
私
と
し
て
は
、
多

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
臨
時
交
付

金
約
10
億
円
の
補
正
予
算
を
使

っ
た
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
」
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
行
う
と
、
決
済
金

額
の
一
部
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

還
元
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
消
費
を
喚
起
し
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
で
影
響
を
受
け
て
い
る

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

公
平
性
に
欠
く
還
元
事
業
の
実
施

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

プ
指
数
２
０
２
１
」
で
は
、
日

本
は
１
５
６
カ
国
中
１
２
０

位
。
よ
う
や
く
日
本
で
も
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
議
論
が
、
進

み
始
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
の
問
題

で
も
市
民
と
野
党
の
共
同
で
、

船
橋
市
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
向
け
た
努
力
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
議
会
で
、
無
所
属
議

員
や
他
の
政
党
会
派
の
議
員
に

も
呼
び
か
け
、
「
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
導
入
に
向
け
た
国

会
審
議
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
出
に
賛
同
し
た
の
は
、
今

仲
き
い
子
・
は
ま
の
太
郎
・
池

沢
み
ち
よ
・
朝
倉
幹
晴
・
浦
田

秀
夫
の
各
議
員
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
に
関
し
、
制
度
の
導

入
に
向
け
た
国
会
審
議
を
推
進

第３回
定例議会

く
の
方
々
の
ご
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
最
善
を
尽
く
し
て
き

た
。
万
全
と
は
言
わ
な
い
が
、

船
橋
市
と
し
て
の
体
制
は
し
っ

か
り
と
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
も

の
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と
答

弁
。
こ
う
し
た
深
刻
な
事
態
に

至
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

な
ぜ
、
感
染
爆
発
が
お
き
、

医
療
崩
壊
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
。
こ
の
状
況
に
対
し
て

反
省
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
同

じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

現
状
の
認
識
を
改
め
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
と

い
う
内
容
で
す
。

　

結
果
は
賛
成
が
、
市
民
民
主

連
合
（
８
人
。
２
人
は
退
席
）
、

日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
飛
翔

（
３
人
。
３
人
は
反
対
）
、
無
所

新
型
コ
ロ
ナ･

ジ
ェン
ダ
ー
平
等･

土
地
利
用
規
制
法

い
の
ち･

く
ら
し･

人
権
を
守
ろ
う

市
内
事
業
者
の
経
営
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
国
が
推
進
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
普
及

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
し

か
し
、
対
象
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

感
染
爆
発
と
医
療
崩
壊

背
景
に
不
足
す
る
船
橋
市
の
医
療

ス
決
済
を
導
入
し
て
い
る
店
舗

に
限
ら
れ
、
現
金
で
買
い
物
す

る
市
民
は
支
援
の
対
象
外
と
な

り
、
公
平
性
を
欠
く
事
業
内
容

で
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ
れ
ば

検
査
体
制
の
充
実
や
教
育
支
援

な
ど
が
先
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
共
産
党
他
３
人
の
議

員
が
反
対
し
ま
し
た
。

属
（
３
人
）
で
、
賛
成
少
数
の

た
め
否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、

船
橋
市
議
会
の
中
で
多
数
派
に

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
力
を
尽

く
し
ま
す
。

国
民
監
視
の

「
土
地
利
用
規
制
法
」
は
廃
止
を
！

　

「
土
地
利
用
規
制
法
」
は
、

自
衛
隊
基
地
な
ど
の
周
囲
お
お

む
ね
１
km
を
注
視
区
域
等
に
指

定
し
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
利

用
状
況
を
調
査
・
規
制
し
ま
す
。

　

船
橋
市
で
は
陸
上
自
衛
隊
の

習
志
野
演
習
場
、
習
志
野
駐
屯

地
周
辺
の
お
お
む
ね
１
km
が
注

視
区
域
等
に
指
定
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
、
住
民
か
ら
は
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
同

法
の
調
査
で
は
駅
や
ホ
テ
ル
、

飲
食
店
の
従
業
員
だ
け
で
な
く

お
客
さ
ん
も
含
め
土
地
や
建
物

を
利
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
（
周

辺
１
km
に
関
係
な
く
）
が
対
象

に
な
る
か
ら
で
す
。

　

調
査
は
氏
名
や
住
所
、
思
想

信
条
、
交
友
関
係
な
ど
多
岐
に

及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
、
人
権
を

侵
害
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

船
橋
市
は
同
法
に
基
づ
く
情

報
提
供
を
求
め
ら
れ
た
際
に
は

市
民
の
個
人
情
報
提
供
を
拒
む

べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問
し
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
個
人
の
思
想
信
条

の
自
由
が
侵
さ
れ
る
よ
う
な
個

人
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て
も
質

し
ま
し
た
。

　

市
は
「
廃
止
を
求
め
る
考
え

は
な
い
」
「
粛
々
と
事
務
を
執

行
し
て
い
く
」
「
法
令
等
で
規

定
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
（
個
人

情
報
を
）
提
供
す
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

市
民
の
個
人
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
は
人
権
侵
害
で
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
憲
法
違
反
の
法
律
行

使
を
許
さ
ず
廃
止
さ
せ
る
た
め

に
力
を
尽
く
し
ま
す
。



あ の 街 こ の 町 　２０２１年 １１・１２月 　No. ２３３ （ ２ ）

第 3 回定例市議会　意見書（発議案）と主な陳情への態度 共
産
：
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
9
名
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
7
人
）
、
飛
翔
：

飛
翔
（
6
人
）
、
創
風
：
＝
創
風
ふ
な
ば
し
（
6
人
）
、
新
楓
＝
新
楓

（
4
人
）
、
無
所
属
：
（
3
人
）
、
は
・
小
・
今
＝
議
員
の
頭
文
字

○
：
賛
成
、
×
：
反
対
、
退
：
退
席

内　容 結果 共産 民主 公明 自由 飛翔 創風 新楓 無所属

意
　
見
　
書

いわゆる土地利用規制法の廃止を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇：は・今
×：小

入院制限の方針を撤回し、十分な療養施設の整備を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇

新型コロナ封じ込めのため、社会的検査の抜本的な拡充とともに、
無症状者に焦点をあてた大規模検査の実施を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × ×

新型コロナワクチンの安全・迅速な接種をすすめるための意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇

自粛要請に見合った十分な補償と生活支援を行うことを求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇：小・今
×：は

選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進を求める意見書 否決 〇 〇：８
退：２ × × 〇：３

×：３ × × 〇

主
な
陳
情

戦没者の遺骨が眠る土砂を辺野古新進基地建設の埋め立て等に使用し
ないよう求める意見書採択の陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇：今

×：は・小

ミャンマー連邦共和国における軍事クーデターの非難及び、民主的な政
治体制の早期回復に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇：今

×：は・小

策
定
中
の
総
合
計
画
に
意
見
書
提
出

住
民
要
求
実
現
へ
　
北
総
鉄
道

運
賃
値
下
げ
に
着
手

自
然
破
壊
　
開
発
利
益
優
先
が
鮮
明
に

災
害
引
き
起
こ
す
海
老
川
上
流
地
区
開
発 

新
た
な
湾
岸
道
路
推
進
!?
「
三
番
瀬
最
優

先
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
」
市
長

　

2
0
2
2
年
4
月
開
始
で
10

年
間
の
市
の
計
画
「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画
」
を
現
在
市
が
策

定
中
で
す
。
こ
の
計
画
に
市
議

会
と
し
て
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、
総
合
計
画
に
関
す
る
調
査

研
究
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
長
提
案
の
基
本
構
想
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
は
福
祉
切

り
捨
て
の
行
財
政
改
革
を
大
前

提
と
す
る
「
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
」
と
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
構
想
の
「
海
老
川
上
流
地
区
」

の
記
載
の
削
除
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
基
本
的
人
権
の
保

障
、
気
候
変
動
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、
貧
困
解
消
な
ど
問
題
解

　

北
総
鉄
道
は
、
こ
れ
ま
で
多

額
の
利
益
を
出
し
な
が
ら
、
累

積
損
失
を
理
由
に
「
値
下
げ
が

で
き
な
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
2
0
2
2
年
度
に

は
累
積
損
失
が
解
消
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
運
賃
値

下
げ
の
見
通
し
が
出
て
き
ま
し

　

三
番
瀬
を
埋
め
立
て
て
建
設

し
よ
う
と
し
た
第
２
湾
岸
道
路

計
画
は
市
民
の
反
対
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
「
新
た
な
湾

岸
道
路
」
と
い
う
名
前
で
復
活

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
、
千
葉
県
と
千
葉
・
船

橋
・
市
川
・
習
志
野
・
市
原
・

浦
安
の
６
市
長
が
、
国
土
交
通

大
臣
に
「
市
原
市
、
千
葉
市
か

ら
市
川
市
の
外
環
高
谷
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
湾
岸
部
に
多

車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
の
建

設
」
を
要
望
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
道
路
が
三
番
瀬
を
避
け

て
も
、
船
橋
航
路
を
ま
た
ぐ
こ

　

７
月
に
市
が
縦
覧
（
一
般
に

公
開
）
し
た
海
老
川
上
流
地
区

で
の
大
規
模
宅
地
開
発
「
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
」
に
関

す
る
市
の
都
市
計
画
案
に
、
市

民
か
ら
66
通
の
意
見
書
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
洪
水
や
液
状
化
の

危
険
地
域
で
の
開
発
や
医
療
セ

ン
タ
ー
移
転
な
ど
に
反
対
の
声

が
大
多
数
で
す
。
し
か
し
９
月

15
日
の
船
橋
市
都
市
計
画
審
議

会
（
以
下
、
市
都
計
審
）
で
、
計

画
案
は
13
対
１
の
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
千

葉
県
都
市
計
画
審
議
会
が
計
画

案
を
承
認
す
れ
ば
、
土
地
区
画

整
理
組
合
の
設
立
が
認
可
さ

れ
、
造
成
工
事
が
開
始
さ
れ
ま

決
に
向
き
合
う
こ
と
。
三
番
瀬

の
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
推
進
。
感

染
症
対
策
と
し
て
医
療
や
保
健

の
充
実
」
等
を
盛
り
込
む
こ
と

た
。
運
賃
値
下
げ
を
求
め
る
市

民
団
体
と
沿
線
市
の
日
本
共
産

党
が
共
に
活
動
を
続
け
て
き
た

成
果
で
す
。

　

現
在
、
北
総
線
の
運
賃
は
、

親
会
社
で
あ
る
京
成
電
鉄
の
お

よ
そ
２
倍
の
た
め
、
北
総
鉄
道

に
対
し
、
「
現
在
の
半
分
に
運

賃
を
引
き
下
げ
る
よ
う
、
船
橋

市
と
し
て
意
見
を
あ
げ
る
べ
き

だ
」
と
議
会
で
要
求
し
ま
し
た
。

し
か
し
企
画
財
政
部
長
は
、「
他

市
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
状

況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と

回
答
を
し
た
だ
け
で
、
市
民

の
要
求
実
現
の
た
め
に
北
総
鉄

道
に
声
を
あ
げ
る
と
い
う
姿
勢

は
、
全
く
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
も
住
民
の
声
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

と
に
な
れ
ば
、
野
鳥
が
行
き
か

う
谷
津
干
潟
と
三
番
瀬
の
間
に

高
い
橋
脚
の
壁
を
作
る
こ
と
に

な
り
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
湾
岸
道
路
に
関
し
市

長
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。
市

長
か
ら
は
「
三
番
瀬
は
最
優
先

に
す
る
と
い
う
考
え
方
は
変
わ

っ
て
い
な
い
、
市
の
基
本
方
針

は
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
策
定
中
の
市
総
合
計

画
に
三
番
瀬
の
保
全
と
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
の
推
進
を
盛
り

込
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

す
。

　

市
都
計
審
の
開
催
日
は
新
型

コ
ロ
ナ
「
第
５
波
」
の
影
響
で

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
２
０
２
６
年
度

中
に
病
院
が
開
設
で
き
な
い
、

工
事
に
よ
る
休
業
補
償
額
が
引

き
上
が
る
な
ど
の
組
合
設
立
準

備
委
員
会
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
、
市
は
市
都
計
審
を
前
倒
し

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
は
想
定
し
得
る
最
大
規
模

の
降
雨
（
９
時
間
で
総
雨
量

５
１
６
mm
）
で
も
宅
地
の
浸
水

深
が
50　
cm
以
下
と
な
る
よ
う
、

開
発
区
域
で
宅
盤
の
嵩
上
げ
を

検
討
す
る
と
報
告
。
ま
た
海
老

川
下
流
部
で
の
水
害
の
懸
念
に

対
し
、
区
域
内
に
調
整
池
を
整

備
す
る
こ
と
か
ら
、
１
時
間
に

約
50

　

mm
の
降
雨
な
ら
問
題
な
い

と
し
ま
し
た
。
気
候
変
動
の
影

響
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

県
に
よ
る
海
老
川
調
節
池
の
早

期
整
備
を
要
望
す
る
と
も
言
い

ま
す
が
、
完
成
時
期
は
未
定
で

す
。

　

昨
年
の
市
の
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
で
は
、
開
発
区
域
と
周
辺

で
重
要
種
と
し
て
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

や
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
な
ど
39
種

の
動
物
、
10
種
の
植
物
、
６
種

の
魚
類
と
底
性
動
物
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
開
発
に
よ
る
影

響
は
少
な
い
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。
し
か
し
生
息
地
の
減
少
は

生
物
多
様
性
の
確
保
に
逆
行
し

ま
す
。

　

市
民
の
声
を
聞
か
ず
に
開
発

利
益
を
最
優
先
に
す
る
姿
勢
が

鮮
明
で
す
。

一
人
一
台
　
I
C
T
機
器
導
入

支
援
員
の
抜
本
増
を

　

学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

器
機
を
1
人
1
台
配
布
し
て
授

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
９
月

議
会
に
は
先
生
用
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端

末
の
契
約
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

船
橋
市
は
各
学
校
に
週
1
回

だ
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
派
遣
を

決
め
て
い
ま
す
が
、
学
校
か
ら

は
各
学
校
に
１
人
の
支
援
員
配

置
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
併
せ
て
昨
年
度
は
学

校
の
様
々
な
業
務
（
コ
ロ
ナ
対

策
や
教
材
の
作
成
等
）
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
が
各
校
１
人
配
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

大
幅
に
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し

た
。

　

市
か
ら
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

は
今
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
て

検
討
し
た
い
」
「
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
県
費
に
よ

る
配
置
な
の
で
県
に
要
望
す

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

を
求
め
ま
し
た
。

　

「
基
本
構
想
」
は
12
月
議
会

で
議
決
さ
れ
、
基
本
計
画
は
来

年
3
月
ま
で
に
市
長
が
策
定
し

ま
す
。


